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宮
崎
市
定
「
宋
の
太
祖
被
拭
説
に
つ
い
て
」
（
「
全
集
』
第
十
巻
所
収
、

第

一
話
私
が
犯
人
だ

第

一
話

第
二
話

第
三
話

第
四
話

第
五
話

第
六
話

第
七
話

〔
資
料
〕

目

次
私
が
犯
人
だ

潔
い

一
家
皆
殺
し
犯

罪
を
か
ぶ
っ
た
監
督
官

逮
捕
し
治
療
し
処
刑
す
る

プ
タ
が
逃
げ
た

嫁

の

立

場

盗
賊
の
プ
ラ
イ
ド

岩
波
書
店
）
に
拠
れ
ば
、
「
宋
の
太
祖
が
、
弟
太
宗
に
よ
っ
て
試
せ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
濃
厚
な
る
疑
惑
が
古
来
一
部
の
史
家
の
間
に
存

中
国
裁
判
逸
話
集

（
北
宋
太
宗
朝
篇
）

九
七

（
一
五
九
六
）

ば
よ
い
が
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
京
師
の
商
店
街
の
店
で
、
乞
食

太
宗
は
、
帝
位
を
嗣
ぎ
ま
す
と
、
天
下
を
服
従
さ
せ
る
方
法
が
有
れ

【
和
訳
】

山
叢
談
』
は
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
（
中
華
書
局
）
本
を
見
た
。

子
で
あ
る
察
條
が
著
し
た
『
鉄
囲
山
叢
談
』

の
巻
一
に
記
さ
れ
て
い
る
次

に
直
接
手
に
か
け
て
殺
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
北
宋
末
の
宰
相
察
京
の

の
よ
う
な
太
宗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
む
と
、
太
宗
は
本
当
に
兄
を
殺
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
く
る
。
目
的
の
正
し
さ
を
帳
消
し
に
し

て
余
り
あ
る
太
宗
の
陰
険
な
行
動
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
鉄
囲

が
施
し
を
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
門
の
と
こ
ろ
で
大
声
で
罵
っ
て
暴

在
す
る
。
」
（
九
十
八
頁
）
と
い
う
。
兄
太
祖
の
寝
室
で
二
人
っ
き
り
の
時

佐

立

治

人



疑
者
の
供
述
書
及
び
刀
を
た
て
ま
つ
り
ま
し
た
。
太
宗
が
「
間
違
い
な

せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
百
人
ば
か
り
の
野
次
馬
が
集
ま
り
、
門
を
取
り

の
時
は
す
で
に
日
が
暮
れ
て
い
た
の
で
、
捕
り
手
が
追
跡
し
ま
し
た
が

翌
日
、
係
官
が
こ
の
事
件
を
太
宗
に
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
、
太
宗

は
大
変
怒
っ
て
、
「
こ
れ
は
五
代
の
混
乱
期
の
悪
習
に
い
ま
だ
に
染

ま
っ
て
い
る
人
が
、
大
胆
に
も
国
都
で
白
昼
に
人
を
殺
し
た
の
だ
。
た

だ
ち
に
厳
し
く
捜
索
し
て
、
必
ず
捕
え
な
さ
い
。」
と
言
い
ま
し
た
。

は
店
の
主
人
が
怒
り
の
余
り
に
相
手
を
殺
し
た
に
違
い
な
い
、
と
考
え

ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
裁
判
で
事
実
が
認
定
さ
れ
ま
す
、
と
い
う
報
告
を

受
け
て
、
太
宗
は
喜
ん
で
言
い
ま
し
た
。「
都
知
事
殿
、
あ
な
た
は
こ

の
よ
う
に
慎
重
に
裁
判
を
行
っ
て
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
た
だ
私
の
た

め
に
も
う

一
度
だ
け
審
理
し
て
、
冤
罪
が
無
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
そ

数
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
開
封
手
は
再
び
皇
帝
に
面
会
し
て
、
被

即
奉
刀
内
鞘
中
。
因
払
袖
而
起
、
入
曰
、
如
此
、
寧
不
妄
殺
人
。

れ
か
ら
、
犯
行
に
使
わ
れ
た
刀
を
持
っ
て
来
な
さ
い
。」

罪
、
久
之
、
迩
其
事
、
是
乃
主
人
不
勝
其
念
而
殺
之
耳
。
獄
将
具
、
太

習
五
季
乱
、
乃
敢
中
都
白
昼
殺
人
。
即
厳
索
捕
、
期
在
必
得
。
有
司
擢

係
官
は
罪
を
恐
れ
、
久
し
く
経
っ
て
か
ら
、
事
実
を
推
測
し
て
、
こ
れ

十
百
衆
、
方
擁
門
緊
観
、
中
忽

一
人
躍
出
、
以
刀
刺
弓
者
死
、
且
遺
其

太
宗
始
嗣
位
、
思
有
以
帖
服
中
外
。

【
原
文
】

（一

五
九
五
）

い
か
。」
と
問
い
ま
す
と
、
開
封
手
は
「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
答

え
ま
し
た
。
そ
の
答
え
を
聞
い
て
太
宗
は
、
傍
ら
の
若
い
宦
官
を
顧
み

け
取

っ
て
鞘
の
中
に
納
め
ま
し
た
。
太
宗
は
袖
を
払
っ
て
起
ち
上
が
り
、

簾
内
に
入
り
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。
「
こ
の
よ
う
な
有
り
様
で
は
、
ど

う
し
て
妄
り
に
無
実
の
人
を
死
刑
に
し
な
い
で
済
も
う
か
。」

一
日
、
輩
下
諸
陣
、
有
為
弓
者

不
得
乞
、
因
椅
門
大
罵
為
無
頼
者
。
主
人
遜
謝
、
久
不
得
解
。
即
有
数

刀
而
去
。
会
日
已
暮
、
追
捕
莫
獲
。
翌
日
奏
聞
、
太
宗
大
怒
、
謂
是
猶

宗
喜
曰
、
卿
能
用
心
若
是
。
雖
然
、
第
為
朕
更

一
覆
、
母
柾
焉
。
且
携

其
刀
来
。
不
数
日
、
手
再
登
対
、
以
獄
詞
井
刀
上
。
太
宗
問
、
審
乎
゜

曰
、
審
突
。
於
是
、
太
宗
顧
妾
小
内
侍
、
取
吾
鞘
来
。
小
内
侍
唯
命
、

つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

刀
で
乞
食
を
刺
し
殺
し
、
そ
の
刀
を
の
こ
し
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。
そ

「
は
い
。
」
と
返
事
を
し
て
鞘
を
取

っ
て
き
ま
す
と
、
す
ぐ
に
刀
を
受

巻
い
て
見
物
し
て
い
ま
す
と
、
突
然
そ
の
中
か
ら
一
人
が
お
ど
り
出
て
、

れ
て
い
ま
し
た
。
店
の
主
人
が
謝
っ
て
も
、

関

法

第

六

三
巻

五

号

い
つ
ま
で
も
お
さ
ま
り
ま

て
、
「
私
の
鞘
を
取
っ
て
来
な
さ
い
。」
と
命
じ
ま
し
た
。
若
い
宦
官
は
、

九
八



中
国
裁
判
逸
話
集
（
北
宋
太
宗
朝
篇
）

年

（
―
-
四
五
）

の
自
序
が
あ
る
。

九
九

ま
す
と
、
張
某
は
「
姻
家
は
そ
の
家
の
隣
で
す
の
で
、
も
し
賊
が
つ
か

苑
』
は
、
董
康
刊
行
本
の
景
印
本
（
中
文
出
版
社
）
を
見
た
。
紹
興
十
五

ら
太
平
興
国
七
年
三
月
ま
で
は
、
太
宗
の
弟
で
あ
る
趙
廷
美
が
開
封
手
に

警
察
官
、
検
察
官
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
犯
人
を
必
ず
逮
捕
せ
よ

と
命
じ
た
皇
帝
自
身
が
真
犯
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
意
外
な
犯
人
と

巻
五
十
四
、
忠
孝
節
義
に
「
相
州
部
民
張
某
」
と
題
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る

「楊
文
公
談
苑
』

の
文
章
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「皇
朝
類

心
が
穏
や
か
で
は
な
く
、
姻
家
の
た
め
に
仇
討
ち
し
よ
う
と
思
い
ま
し

の
う
ち

一
人
を
殺
し
そ
び
れ
て
、
生
き
残
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

私
誓
は
報
い
ま
し
た
か
ら
、
公
法
に
就
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。」

だ
ろ
う
。」
と
尋
ね
ま
す
と
、
張
某
は
「
私
は
死
刑
に
な
り
に
出
頭
し

ま
し
た
か
ら
に
は
、
同
謀
者
を
道
連
れ
に
は
し
ま
せ
ん
。」
と
答
え
ま

し
た
。
張
泊
が
「
あ
な
た
は
な
ぜ
逃
亡
し
な
か
っ
た
の
か
。」
と
尋
ね

ま
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ

（
一
五
九
四
）

正
義
感
が
強
す
ぎ
る
の
も
良
し
悪
し
で
あ
る
。
江
少
虞
「
皇
朝
類
苑
』

張
泊
が
「
人
の

一
家
を
ま
る
ご
と
殺
し
た
の
だ
か
ら
、
仲
間
が
い
る

第
二
話

潔

い

一
家
皆
殺
し
犯

し
て
申
し
分
な
い
。

た
。
幸
い
に
も
そ
の
志
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
残
念
な
の
は
、

一
家
七
人

の
の
し
ら
れ
、
侮
辱
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
様
子
を
じ
っ
く
り
見
て
、

推
理
小
説
の
意
外
な
犯
人
と
し
て
、
事
件
の
捜
査
に
関
与
し
た
探
偵
、

し
た
。
利
息
を
索
め
ら
れ
、
少
し
で
も
足
り
な
い
と
、
そ
の
家
の
者
に

任
じ
ら
れ
て
い
た
。

娘
の
嫁
ぎ
先
）

は
貧
乏
で
、

い
つ
も
そ
の
家
か
ら
お
金
を
借
り
て
い
ま

ま
す
と
、
張
某
は
答
え
ま
し
た
。
「
私
の
家
の
姻
家

（自
分
の
姉
妹
や

同
書
巻
二
十
三
、
太
平
典
国
七
年
（
九
八
二
）
三
月
癸
卯
条
に
「
廷
美
を

開
封
手
よ
り
罷
め
し
む
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
宗
が
即
位
し
た
当
初
か

た
。
県
は
こ
の
案
件
を
州
に
送
上
し
ま
し
た
。
張
泊
が
張
某
を
詰
問
し

い
う
者
が
い
て
、

一
家
六
人
を
殺
し
て
、
県
庁
に
赴
い
て
自
首
し
ま
し

「
皇
弟
永
興
節
度
使
兼
侍
中
廷
美
を
以
て
開
封
手
兼
中
書
令
と
為
す
。」、

在
の
河
南
省
安
陽
市
）

の
知
事
で
あ
っ
た
時
、
管
轄
下
の
民
に
張
某
と

（二
十

一
日
）
条
に
「
太
宗
即
位
す
。」
、
同
月
庚
申

（二
十
七
日
）
条
に

「続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
十
七
、
開
宝
九
年
（
九
七
六
）
十
月
甲
寅

張
泊

（九
三
三
ー
九
九
六
）
が
語
っ
た
話
で
す
。
張
泊
が
相
州
（
現

【
和
訳
】



思
い
ま
し
た
。
同
じ
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
義
の
た
め
に
死
ぬ
の
が
よ
い

に
お
願
い
し
て
み
ま
す
。」
と
言
い
ま
す
と
、
張
某
は
「
人
の

一
家
を

殺
し
た
の
に
、
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
、

い
に
し
え
の
聖
王
は
、
死
刑
で
も
っ
て
殺
人
を
抑
止
し
ま
し
た
。
も
し
、

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
自
分
一
人
の
た
め
に
天
下
の
法
を
乱
す

こ
と
を
願
い
ま
し
ょ
う
か
。
さ
っ
さ
と
死
刑
に
な
る
の
が
幸
せ
で
す
。」

と
答
え
ま
し
た
。
張
泊
は
何
度
も
感
嘆
し
ま
し
た
。
と
う
と
う
判
決
を

下
し
て
張
某
を
死
刑
に
処
し
ま
し
た
。
河
北
地
方
で
は
こ
の
話
で
持
ち

切
り
で
し
た
。（
原
注
。
楊
文
公
談
苑
。
）

張
泊
言
。
典
相
州
日
、
有
部
民
張
某
、
殺

一
家
六
人
、
詣
県
自
陳
゜

【
原
文
】

人
を
殺
し
て
死
刑
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
殺
人
は
い
つ
ま
で
も
な
く
な

張
泊
は

『宋
史
』
巻
二
六
七
に
伝
が
あ
り
、
「
太
平
興
国
四
年

（九
七

九
）
、
出
で
て
相
州
に
知
す
。
明
年
夏
、
貝
州
に
徒
る
。
是
の
冬
、
又
た

三
十
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

門
人
の
黄
鑑
に
語
っ
た
異
聞
奇
説
を
宋
痒
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶

暦
七
年

(1
0
四
七
）
に
宋
痒
が
書
い
た
「
談
苑
序
」
が

「元
憲
集
』
巻

『
楊
文
公
談
苑
』
は
、
翰
林
学
士
の
楊
億

（九
七
四

-
1
0
二
0
)
が

無
不
伝
其
事
者
。
（
原
注
。
楊
文
公
談
苑
。）

以
一
身
乱
天
下
法
哉
。
速
死
為
幸
。
泊
嵯
嘆
数
四
。
卒
案
誅
。
河
朔
間
、

而
荀
活
。
且
先
王
以
殺
止
殺
。
若
殺
人
不
誅
、
是
殺
人
終
無
已
。
登
願

可
な
ら
ん
か
。）
泊
曰
、
吾
将
聞
上
、
免
汝
之
死
。
曰
、
殺
人

一
家、

張
泊
が
「
私
は
あ
な
た
の
死
刑
を
免
除
し
て
下
さ
る
よ
う
皇
帝
陛
下

で
は
な
い
で
す
か
。」
と
答
え
ま
し
た
。

与
謀
。
又
執
与
暴
其
事
於
天
下
。
等
死
、
死
義
、
可
乎
。（
訓
読
。
又

た
其
の
事
を
天
下
に
暴
く
に
執
与
れ
ぞ
。
等
し
く
死
す
、
義
に
死
す
る
、

又
曰
、
汝
不
即
死
、
何
就
綿
維
。
曰
、
我
若
滅
口
、
誰
当
辮
吾
姻
之
不

そ
れ
に
、

一
家
を
殺
し
た
事
情
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
よ
い
と

又
曰
、
汝
何
不
亡
命
。
対
曰
、
姻
家
即
其
鄭
、
荀
不
獲
盗
、
登
得
安
堵
゜

「私
が
も
し
口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
死
ん
で
し
ま

っ
た
ら
、
私
の
姻
家
が

恨
、
七
口
而
遺
其

一
、
使
有
唯
類
。
私
讐
已
報
、
願
就
公
法
。
泊
曰
、

う
か
。」
と
答
え
ま
し
た
。
張
泊
が
「
あ
な
た
は
ど
う
し
て
す
ぐ
に
自

殺
せ
ず
、
牢
に
繋
が
れ
に
来
た
の
か
。」
と
尋
ね
ま
す
と
、
張
某
は

殺
人
計
画
に
関
与
し
て
い
な
い
と
誰
が
証
明
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

殺
人

一
家
、
寧
無
党
乎
。
対
曰
、
某
既
出
身
就
死
、
肯
復
連
及
同
謀
゜

関

法

第

六

三
巻
五
号

県
上
州
。
泊
詰
之
。
曰
、
某
家
之
姻
、
貧
困
、
常
取
息
。
少
有
所
負
、

被
其
訴
辱
。
我
熟
見
而
心
不
平
、
思
為
姻
家
報
仇
。
幸
畢
其
志
。
然
所

1
0
0
 （一

五
九
三）



中
国
裁
判
逸
話
集
（
北
宋
太
宗
朝
篇
）

喬
維
岳

（九
二
六

-
1
0
0
1
)
は
、
有
能
な
官
僚
で
あ
っ
た
だ
け
で

罪
を
か
ぶ
っ
た
監
督
官

待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

は
斬
刑
に
当
た
り
、
張
某
に
妻
子
が
い
れ
ば
、
縁
坐
し
て
流
二
千
里
の
刑

に
当
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
宋
刑
統
』
巻

一
、
名
例
律
、
十
悪
条
「
五
に

日
わ
く
、
不
道
。
」
の
本
注
に
、
「

一
家
の
、
死
罪
に
非
ざ
る
三
人
を
殺
す

（中
略
）
を
謂
う
。」
と
あ
る
か
ら
、
張
某
の
罪
は
十
悪
の
不
道
に
該
当
す

る
。
十
悪
に
該
当
す
る
罪
を
皇
帝
が
特
別
に
減
刑
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

第
三
話

は
な
く
、
情
け
深
い
人
で
も
あ
っ
た
。
太
平
典
国
九
年

（九
八
四
）
二
月、

喬
維
岳
は
淮
南
転
運
使
に
任
じ
ら
れ
た
。
転
運
使
は
、
州
県
の
官
吏
を
監

二
千
里
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

一
家
六
人
を
殺
し
た
張
某
の
罪

「宋
刑
統
』
巻
十
七
、
賊
盗
律
、
殺

一
家
三
人
及
支
解
人
条
に
、

「

治
通
鑑
長
絹
』
巻
二
十
二
、
太
平
典
国
六
年
（
九
八

一
）
是
歳
条
に
、
右

の
文
章
と
同
じ
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

家
の
、
死
罪
に
非
ざ
る
三
人
を
殺
す
（
中
略
）
者
は
皆
、
斬
。
妻
子
は
流

る
に
吏
事
を
以
て
せ
ず
。
詔
し
て
問
わ
ず
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
続
資

1
0
 

一
方
、
維
岳
は
、
贖
銅

（原
文
。
贖
金
）
百
二
十
斤
の
処

朝
廷
の
命
令
で
取
り
調
べ
ら
れ
る
時
に
は
、
転
運
使
が
囚
人
の
罪
を
こ

相
州
に
知
す
。
部
内
、
治
ま
ら
ず
。
転
運
使
の
田
錫
、
其
の
状
を
言
う
。

代
還
す
。
泊
、
求
見
し
て
廷
辮
す
。
上
、
そ
の
儒
生
な
る
を
以
て
、
責
む

に
掲
げ
た

「楊
文
公
談
苑
』

督
す
る
官
で
あ
る
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
十
五
、
碓
熙
元
年
二
月

県
）
に
到
り
、
冤
罪
の
囚
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ
ま
し
た
。
法
捺

る
。）
が
あ
る
囚
人
を
誤
っ
て
死
刑
に
当
た
る
と
断
定
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
維
岳
が
詰
問
し
ま
す
と
、
法
橡
は
う
な
だ
れ
て
罪
を
認

め
ま
し
た
。
そ
し
て
泣
き
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。
「
私
に
は
八
十
歳
を

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」
維
岳
は
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
た
の
で
、
「
後
日
、

の
よ
う
に
決
め
さ
せ
た
の
だ
、
と
だ
け
陳
述
し
て
下
さ
い
。」
と
言
い

ま
し
た
。
法
橡
は
維
岳
の
言
葉
通
り
に
し
て
、
罪
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

分
を
科
さ
れ
、
転
運
使
の
職
を
罷
免
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
五
九
二）

越
え
た
母
が
い
ま
す
。
今
、
罪
を
獲
ま
す
と
、
母
が
生
活
で
き
な
く

（司
法
参
軍
の
こ
と
。
裁
判
で
適
用
す
べ
き
法
律
の
検
出
を
担
当
す

あ
る
時
、
管
轄
す
る
州
県
を
巡
察
し
て
洒
州

（現
在
の
江
蘇
省
肝
胎

【
和
訳
】

が
記
さ
れ
て
い
る
。

条
に
、
喬
維
岳
が
淮
南
転
運
使
で
あ
っ
た
時
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド



も
し
未
だ
決
放
せ
ず
、
（
中
略
）
も
し
く
は
囚
、
自
死
せ
ば
、
各
々
一
等

云
え
、
と
。
法
橡
、
其
の
言
の
如
く
し
、
免
か
る
る
を
獲
た
り
。
維
岳

を
罪
に
入
る
る
者
は
、
も
し
全
罪
に
入
れ
ば
、
全
罪
を
以
て
論
ず
。（
中

し
罪
を
断
じ
て
入
る
る
に
失
す
る
者
は
、
各
々
三
等
を
減
ず
。
（
中
略
）

略
）
徒
流
よ
り
死
罪
に
入
る
る
も
亦
た
全
罪
を
以
て
論
ず
。
（
中
略
）
も

『
宋
刑
統
』
巻
三
十
、
断
獄
律
、
官
司
出
入
人
罪
条
に
、
「
官
司
、
人

は
贖
金
百
二
十
斤
に
坐
せ
ら
れ
、
使
職
を
罷
せ
ら
る
。

朝
制
に
て
按
問
す
る
と
き
は
、
第
だ
、
転
運
使
、
絃
れ
を
処
せ
し
む
と

わ
ず
、
と
。
維
岳
こ
れ
を
関
れ
み
、
因
り
て
謂
い
て
日
わ
く
、
他
日
、

日
わ
く
、
母
有
り
、
八
十
余
。
今
、
罪
を
獲
ば
、
則
ち
母
、
活
く
る
能

死
に
至
ら
し
む
。
維
岳
こ
れ
を
詰
す
。
法
橡
、
俯
伏
し
、
且
つ
泣
き
て

嘗
て
部
を
按
じ
、
洒
州
に
至
り
獄
を
慮
す
。
法
橡
、
囚
を
誤
断
し
て

【
訓
読
】

如
其
言
、
獲
免
。
維
岳
、
坐
贖
金
百
二
十
斤
、
罷
使
職
。

岳
関
之
、
因
謂
曰
、
他
日
、
朝
制
按
問
、
第
云
転
運
使
令
処
絃
。
法
橡

法
橡
俯
伏
、
且
泣
曰
、
有
母
八
十
余
。
今
獲
罪
、
則
母
不
能
活
突
。
維

嘗
按
部
、
至
洒
州
、
慮
獄
。
法
橡
、
誤
断
囚
、
至
死
。
維
岳
、
詰
之
。

【
原
文
】
関

法

第

六

三
巻
五
号

第
四
話

三
百
七
、
喬
維
岳
伝
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

死
刑
を
贖
う
額
で
あ
る

(
『
宋
刑
統
』
巻
一
、
名
例
律
、
五
刑
条
）
。
不
可

「
今
、
罪
を
獲
ま
す
と
、
母
が
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」

州
の
司
法
参
軍
は
従
八
品
官
で
あ
る

(「宋
史
』
巻
一
六
八
、
職
官
志
）
。

（一

五
九
一
）

に
当
た
る
と
断
定
し
た
裁
判
官
の
罪
は
、
死
罪
か
ら
三
等
を
減
じ
て
徒
二

年
半
で
あ
る
。
も
し
囚
人
の
死
刑
が
ま
だ
執
行
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、

さ
ら
に

一
等
を
減
じ
て
徒
二
年
と
な
る
。
そ
し
て
、
『
宋
刑
統
』
巻
二
、

名
例
律
、
応
議
請
減
条
に
拠
っ
て
、
九
品
以
上
の
官
が
流
罪
以
下
の
罪
を

犯
し
た
時
は
、
官
当
あ
る
い
は
贖
の
処
分
を
受
け
、
実
刑
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
洒
州
は
上
州
で
あ
り
（
『
宋
史
』
巻
八
十
八
、
地
理
志
）
、
上

と
こ
ろ
が
、
酒
州
の
法
橡
は
、
自
分
が
死
刑
に
処
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
実
際
、
喬
維
岳
が
科
さ
れ
た
贖
銅
百
二
十
斤
は
、

解
で
あ
る
。

な
お
、
右
に
掲
げ
た
「
長
編
』
の
文
章
と
同
じ
文
章
が
、
「
宋
史
』
巻

逮
捕
し
治
療
し
処
刑
す
る

苑
正
辞
（
九
三
六

-
1
0
1
0
)
は
、
職
務
を
果
た
す
た
め
に
勇
敢
に

行
動
す
る
人
で
あ
っ
た
。
薙
熙
四
年

（九
八
七
）
九
月
、
江
南
転
運
副
使

ゆ
る

を
減
ず
る
を
聴
す
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
囚
人
を
誤
っ
て
死
刑

1
0
 



中
国
裁
判
逸
話
集
（
北
宋
太
宗
朝
篇
）

が
あ
た
り
、
そ
の
賊
は
倒
れ
伏
し
ま
し
た
。
彼
は
刃
で
自
殺
し
よ
う
と

は
大
声
を
上
げ
て
、
鞭
で
賊
を
撃
ち
ま
し
た
。
賊
の

一
人
の
両
目
に
鞭

に
、
江
南
転
運
副
使
在
職
中
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い

し
た
。
犯
罪
事
実
が
認
定
さ
れ
、
死
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
苑

正
辞
が
饒
州
を
監
督
し
に
来
て
、
そ
の
十
四
人
を
牢
か
ら
引
き
出
し
て

尋
問
し
ま
し
た
。
囚
人
は
皆
、
涙
を
流
し
ま
し
た
。
正
辞
は
彼
ら
が
冤

し
た
。
正
辞
は
潜
か
に
監
軍
の
王
應
と
い
う
人
を
召
し
、
賊
を
捕
え
さ

せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
王
應
が
正
辞
の
所
に
到
ら
な
い
う
ち
に
、
群

だ
ち
に
単
騎
で
州
城
を
出
て
、

三
十
里
進
ん
だ
所
で
群
盗
に
追
い
つ
き

り
に
逃
げ
、
追
い
か
け
て
も
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
負
傷
し
た
賊
は
ま
だ
息
が
あ
り
ま
し
た
。
傍
ら
に
賊
物
が
棄
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
正
辞
は
、
急
い
で
そ
の
賊
を
馬
に
載
せ
て
帰
り
、
医

者
に
命
じ
て
薬
を
つ
け
さ
せ
ま
し
た
。
傷
が
癒
え
て
か
ら
、
そ
の
罪
状

釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

具
、
将
（
『
宋
史
』
巻
三
百
四
は
「
当
」
に
作
る
。
）
死
。
正
辞
、
行
部
、

有
告
群
盗
所
在
者
。
正
辞
潜
召
監
軍
王
悪
。
未
至
。
盗
覚
遁
去
。
正
辞

こ
の
文
章
と
同
じ
文
章
が
鄭
克

「折
獄
亀
鑑
』
巻
二
、
釈
冤
下
、
孔
循
、

洪
邁
「
容
斎
四
筆
』
巻
十
三
、
疱
正
辞
治
饒
州
、
「
宋
史
』
巻
三
百
四
、

1
0
三

（一

五
九

0
)

ま
し
た
。
賊
は
弓
を
引
き
、
長
矛
を
持
っ
て
逼
っ
て
き
ま
し
た
。
正
辞

創
既
愈
、
究
其
姦
状
、
伏
法
。
而
前
十
四
人
、
皆
得
釈
。

盗
は
、
居
場
所
を
知
ら
れ
た
と
覚
っ
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。
正
辞
は
た

不
獲
。
其
被
傷
者
有
餘
息
。
傍
得
所
棄
賊
。
正
辞
即
載
帰
、
令
医
博
薬
。

鞭
撃
之
。
中
賊
双
目
、
什
之
。
賊
自
刃
不
死
。
餘
賊
渡
江
散
走
、
追
之

即
単
騎
出
郭
、

三
十
里
追
及
之
。
賊
控
弦
持
梢
来
逼
。
正
辞
大
呼
、
以

行
わ
せ
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
あ
る
民
が
群
盗
の
居
場
所
を
通
報
し
ま

罪
で
あ
る
と
察
し
、
命
じ
て
彼
ら
を
他
の
官
署
に
移
し
て
取
り
調
べ
を

引
問
之
。
囚
皆
泣
下
。
正
辞
、
察
其
非
実
、
命
徒
他
所
詢
鞠
。
既
而
民

饒
州
民
甘
紹
者
、
積
財
鉗
万
、
為
群
盗
所
掠
。
州
捕
繋
十
四
人
、
獄

【
原
文
】

人
が
群
盗
の
掠
奪
を
被
り
ま
し
た
。
州
の
係
官
は
十
四
人
を
逮
捕
し
ま

饒
州
（
現
在
の
江
西
省
波
陽
県
）

の
民
で
億
万
長
者
の
甘
紹
と
い
う

を
取
り
調
べ
、
死
刑
に
処
し
ま
し
た
。

一
方
、
件
の
十
四
人
は
全
員
、

【
和
訳
】

る
。
に
任
じ
ら
れ
た
。
「
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
十
八
、
同
年
同
月
庚
辰
条

し
ま
し
た
が
死
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
の
賊
は
長
江
を
渡
っ
て
散
り
散



こ。t
 

治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
癒
え
て
か
ら
、
判
決
を
下
す
き
ま
り
で
あ
っ

気
に
な
っ
た
囚
人
（
当
然
、
負
傷
し
た
囚
人
も
含
む
で
あ
ろ
う
。
）

ら
、
「
長
絹
』

も
の
で
あ
ろ
う
。

じ
く
「
唐
長
興
二
年

（九
三
一
）

は

『
太
祖
・
太
宗
・
真
宗
三
朝
国
史
』

の
こ
の
文
章
も
『
三
朝
国
史
』

関
法
第
六
三
巻
五
号

よ、
’
 

「
医
を
し
て
薬
を
つ
け
し
む
。
き
ず
既
に
愈
え
、
そ
の
姦
状
を
究
む
。
」

苑
正
辞
伝
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
折
獄
亀
鑑
』
及
び
「
容
斎
四
筆
』

の
文
章
で
は
、
「
令
医
博
薬
。
創
既
愈
。
（
訓
読
。
医
を
し
て
薬
を
博
け
し

む
。
創
、
既
に
愈
ゆ
。
）
」
と
い
う
旬
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
「
折
獄
亀
鑑
』

の
文
章
に
は
「
本
伝
に
見
ゆ
。
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
本
伝
」

の
苑
正
辞
伝
を
指
す
で
あ
ろ
う
か

の
苑
正
辞
伝
か
ら
採
っ
た

と
あ
る
が
、
『
宋
刑
統
』
巻
二
十
九
、
断
獄
律
、
囚
応
請
給
医
薬
衣
食
門

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
獄
官
令
」
に
、
「
獄
囚
、
疾
病
有
ら
ば
、
主
司
、

陳
牒
し
、
長
官
、
親
験
し
て
実
を
知
り
、
医
薬
を
給
し
て
救
療
す
。
」
、
同

四
月
二
日
救
節
文
」
に
、
「
あ
る
い
は

病
囚
有
ら
ば
、
当
時
に
人
を
差
し
て
診
候
治
療
せ
し
め
、
痙
ゆ
る
後
、
犯

す
と
こ
ろ
の
軽
重
に
拠
り
決
断
す
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病

京
畿
民
牟
暉
、
撃
登
聞
鼓
、
訴
家
奴
失
瑕
豚
一
。
詔
令
賜
千
銭
、
償
其

【
原
文
】

（
一
五
八
九
）

皇
城
の
南
門
で
あ
る
宣
徳
門
の
外
に
「
登
聞
鼓
」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
が

や
権
利
が
実
現
し
な
い
人
が
登
聞
鼓
を
撃
っ
て
、
皇
帝
に
訴
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
登
聞
鼓
を
撃
っ
て
皇
帝
に
訴
え
た
案
件
の
う
ち
、
最
も
小
さ
な

案
件
は
、
次
に
掲
げ
る
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
十
四
、
淳
化
四
年

家
の
奴
僕
が
雄
の
ブ
タ
一
匹
に
逃
げ
ら
れ
た
、
と
訴
え
ま
し
た
。
太
宗
は
、

し
て
宰
相
に
「
こ
の
よ
う
な
細
事
を
こ
と
ご
と
く
私
に
訴
え
て
く
る
の
だ
。

私
の
方
で
も
そ
の
訴
え
を
聴
い
て
判
決
す
る
の
だ
か
ら
大
笑
い
だ
よ
。
だ

け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
に
も
耳
を
傾
け
る
と
い
う
こ
の
心
を
用
い

て
天
下
に
臨
め
ば
、
冤
民
は
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
ね
。
」
と
語
り
ま
し
た
。

詔
し
て
銭
千
枚
を
与
え
る
よ
う
命
じ
、
ブ
タ
の
値
段
を
償
い
ま
し
た
。
そ

京
畿
（
開
封
府
管
内
）

の
民
の
牟
暉
と
い
う
人
が
、
登
聞
鼓
を
撃
っ
て
、

【
和
訳
】

（
九
九
三
）
十
月
癸
未
条
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

置
か
れ
て
い
た
（
周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
八
）
。
冤
罪
に
陥
っ
て
い
る
人

第
五
話
ブ
タ
が
逃
げ
た
1
0
四
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な
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
皇
帝
が
自
分
で
書
い
た
み
こ
と
の
り
。）

を
下

献
趙
公
（
趙
普
、
忠
献
は
謡
号
。）

に
手
詔

（詔
勅
を
作
成
す
る
正
式

鄭
毅
夫
が
あ
る
時
話
し
ま
し
た
。
太
祖
朝
に
、
登
聞
鼓
を
鳴
ら
し
て
、

き
を
知
れ
ば
な
り
。

1
0
五

【
和
訳
】

聞
を
声
し
て
、
来
た
り
て
朕
に
問
い
、
亡
猪
を
歪
む
。
朕
又
た
何
ぞ
嘗

こ
。
t
 

者
あ
り
。
上
、
忠
献
趙
公
に
手
詔
し
て
曰
わ
く
、
今
日
、
人
有
り
、
登

政
和
五
年

(
-
―
―

五
）
の
自
序
が
あ
る
。
四
庫
全
書
本
の
影
印
本
を
見

【
訓
読
】

う
。
」
と
注
を
附
け
て
い
る
。
そ
こ
で

『塵
史
』
の
記
述
を
確
か
め
て
み

猪
耶
。
然
与
卿
共
喜
者
、
知
天
下
無
冤
民
。

誤
っ
て
此
の
事
を
以
て
太
祖
朝
と
為
す
。
今
、
「
国
史
』

の
「
志
」
に
従

る
と
、
同
書
巻
一
、
容
誤
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
慶
史
』
は、

逃
げ
た
ブ
タ
を
捜
し
て
下
さ
い
と
訴
え
た
者
が
い
ま
し
た
。
太
祖
は
忠

し
て
言
い
ま
し
た
。「
今
日
、
あ
る
人
が
登
聞
鼓
を
鳴
ら
し
に
来
て
、

逃
げ
た
ブ
タ
を
捜
し
て
い
る
の
で
す
が
知
り
ま
せ
ん
か
、
と
私
に
尋
ね

ま
し
た
。
私
が
何
で
ま
た
彼
の
ブ
タ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

と
は
言
え
、
私
が
卿
と
共
に
喜
び
た
い
の
は
、
登
聞
鼓
を
鳴
ら
す
人
が

鄭
毅
夫
、
嘗
て
説
く
。
藝
祖
朝
、
登
聞
鼓
を
声
し
て
亡
猪
を
求
む
る

て
他
猪
を
見
ん
や
。
然
れ
ど
も
、
卿
と
共
に
喜
ぶ
は
、
天
下
に
冤
民
無

鄭
毅
夫
は
、
名
は
狸
、
毅
夫
は
字
で
あ
る
。
熙
寧
五
年

(
1
0
七
二）

に
五
十

一
歳
で
歿
し
た
。「
宋
史
』
巻
三
ニ
―

に
伝
が
あ
る
。
太
祖
朝
も

太
宗
朝
も
鄭
解
が
生
ま
れ
る
前
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
『
国
史
』
に
従
っ

た
と
い
う

『長
編
』
の
記
事
の
方
が
信
頼
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
実
は
そ

う
と
も
限
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、

『国
史
』
は
『
太
祖
・
太
宗
・
真
宗

三
朝
国
史
』
を
指
す
で
あ
ろ
う
が
、

「三
朝
国
史
』

（
一
五
八
八
）

趙
公
曰
、
今
日
有
人
、
声
登
聞
、
来
問
朕
、
歪
亡
猪
。
朕
又
何
嘗
見
他

『
長
編
』

の
編
者
李
窯
は
、
こ
の
文
章
の
後
に
「
王
得
臣

「塵
史
』
は

の
材
料
と
し
て
用
い

鄭
毅
夫
嘗
説
。
藝
祖
朝
、
声
登
聞
鼓
、
求
亡
猪
者
。
上
、
手
詔
忠
献

【
原
文
】

然
推
此
心
、
以
臨
天
下
、
可
以
無
冤
民
突
。

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。」

直
。
因
語
宰
相
曰
、
似
此
細
事
、
悉
訴
子
朕
、
亦
為
聴
決
。
大
可
笑
也
。

こ
の
よ
う
な
細
事
し
か
訴
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
天
下
に
冤
民
が



行
い
ま
し
た
。
人
々
は
皆
、
そ
の
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
曹

【
和
訳
】

水
記
聞
』
巻
二
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

の
江
蘇
省
徐
州
市
）
を
治
め
た
。
そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
司
馬
光
「
凍

自
ら
の
手
で
添
削
さ
れ
て
、
太
宗
に
都
合
よ
く
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

（
竺
沙
雅
章
「
宋
の
太
祖
と
太
宗
』
清
水
書
院
、

曹
彬
（
九
三
一
ー
九
九
九
）

第

六

話

嫁

の

立

場

ら
れ
た
『
太
祖
実
録
』
『
太
宗
実
録
』

関
法
第
六
三
巻
五
号

一
九
八
四
年
。

一
四
三

頁
か
ら
七
頁
）
、
太
祖
に
ま
つ
わ
る
史
実
が
太
宗
に
ま
つ
わ
る
史
実
に
さ

れ
て
『
太
宗
実
録
』
に
記
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
、
初
代
太
祖
に
仕
え
て
、
蜀
及
び
江
南

両
国
の
平
定
に
大
功
が
あ
っ
た
。
太
宗
が
即
位
す
る
と
、
宰
相
に
任
じ
ら

れ
た
。
薙
熙
四
年
（
九
八
七
）
、
武
寧
軍
節
度
使
と
な
り
、
徐
州
（
現
在

門
下
侍
中
の
曹
彬
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
寛
大
な
性
格
で
、
数
国
を

平
定
し
ま
し
た
が
、
妄
り
に
人
を
斬
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

徐
州
の
知
事
で
あ
っ
た
時
、
あ
る
吏
人
が
罪
を
犯
し
ま
し
た
。
曹
彬
は
、

判
決
文
が
で
き
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
よ
う
や
く
そ
の
吏
人
に
杖
刑
を

の
う
ち
『
太
祖
実
録
』
は
、
太
宗

彬
は
、
「
私
は
こ
の
人
が
妻
を
要
っ
た
ば
か
り
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
も

し
す
ぐ
に
こ
の
人
に
杖
刑
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
父
母
で
あ
る
舅
姑

は
赦
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
曹
彬
の
心
遣
い
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

有
吏
犯
罪
。
既
立
案
、
逍
年
、
然
後
杖
之
。
人
皆
不
晩
其
旨
。
彬
日
、

吾
聞
、
此
人
新
要
婦
。
若
杖
之
、
彼
（
『
宋
史
』
巻
二
五
八
、
曹
彬
伝

は
「
彼
」
字
な
し
。
）
其
舅
姑
、
必
以
婦
為
不
利
而
悪
之
、
朝
夕
笞
罵
、

使
不
能
自
存
。
吾
故
緩
其
事
、
而
法
亦
不
赦
也
。
其
用
志
如
此
。
（
原

注
。
張
錫
云
。
）

曹
侍
中
彬
、
為
人
仁
愛
多
恕
。
平
数
国
、
未
嘗
妄
斬
人
。
嘗
知
徐
州
、

【
原
文
】

で
す
か
ら
私
は
杖
刑
を
行
う
の
を
遅
ら
せ
た
の
で
す
。

（
一
五
八
七
）

一
方
で
彼
の
罪

「
既
に
立
案
し
、
年
を
途
え
、
然
る
後
に
こ
れ
を
杖
す
。
」
と
あ
る
が
、

「
立
案
」
と
は
、
文
書
を
作
成
し
た
が
、
ま
だ
長
官
が
署
名
し
て
い
な
い

状
態
を
意
味
す
る
。
『
宋
刑
統
』
巻
二
十
九
、
断
獄
律
、
訊
囚
条
に
、
「
事
、

須
ら
く
訊
問
す
べ
き
者
は
、
立
案
同
判
し
、
然
る
後
に
拷
訊
す
。
」
と
い

を
笞
打
ち
罵
っ
て
、
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
く
し
た
で
し
ょ
う
。

は
必
ず
、
嫁
が
不
幸
を
も
た
ら
し
た
と
思
っ
て
嫁
を
憎
み
、
朝
晩
、
嫁

1
0
六
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【
和
訳
】

う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

吏
人
を
釈
放
し
て
、

名
し
て
、
た
だ
ち
に
吏
人
に
杖
刑
を
執
行
し
た
の
で
あ
る
。
杖
刑
の
判
決

が
下
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
杖
刑
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
不

文
の
き
ま
り
で
あ
っ
た
。盗

賊
の
。フ
ラ
イ
ド

る
。
県
尉
は
各
県
内
で
活
動
し
た
。
巡
検
は
、
州
城
や
県
城
の
外
に
設
け

ら
れ
た
巡
検
泰
に
駐
在
し
、
管
区
内
の
州
県
で
軍
兵
を
率
い
て
盗
賊
を
追

捕
し
た
。
県
尉
が
文
官
で
あ
る
の
に
対
し
、
巡
検
は
、
武
階
を
持
つ
者
が

任
じ
ら
れ
る
武
官
で
あ
る
。
同
じ
巡
検
で
も
、
人
に
よ
っ
て
能
力
に
差
が

あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
司
馬
光

「凍
水
記
聞
』
巻
二
に
次
の
よ

太
宗
の
末
年

（太
宗
は
至
道
三
年
（
九
九
七
）

三
月
に
崩
じ
た
。
）
、

宋
朝
で
は
二
種
類
の
捕
盗
官
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
県
尉
と
巡
検
で
あ

第
七
話

一
年
間
、
従
来
通
り
勤
務
さ
せ
た
後
、
判
決
文
に
署

1
0
七

（一

五
八
六
）

な
い
の
で
す
。
こ
れ
を
射
れ
ば
、
必
ず
び
っ
く
り
し
て
逃
げ
出
す
で

せ
ん
。
そ
の
馬
を
射
て
下
さ
い
。
馬
は
よ
ろ
い
を
着
せ
ら
れ
て
い
な
い

た
。
「
賊
は
皆
、
よ
ろ
い
を
着
て
い
る
の
で
、
射
抜
く
こ
と
は
で
き
ま

み
）
を
持
た
せ
、
闇
雲
に
発
射
し
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
て
言
い
ま
し

上
に
、
掠
奪
し
て
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
す
か
ら
、
戦
さ
に
慣
れ
て
い

し
ょ
う
。」
合
戦
が
始
ま
り
ま
す
と
、
兵
隊
の
弩
が

一
斉
に
発
射
さ
れ
、

て
県
城
の
西
で
群
盗
と
対
峙
し
ま
し
た
。
兵
士
全
員
に
弩

（い
し
ゅ

捨
て
て
攻
め
る
こ
と
な
く
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
侯
舎
人
は
兵
隊
を
移
し

城
の
北
で
待
ち
伏
せ
し
ま
し
た
。
群
盗
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
富
平
県
を

て
、
も

っ
こ
や
す
き
を
か
つ
が
せ
て
、

つ
い
て
来
さ
せ
て
言
い
ま
し
た
。

人
を
皆
殺
し
に
し
て
や
る
と
決
心
し
て
い
ま
し
た
。
農
民
を
駆
り
出
し

い
る
。
曹
彬
は
、
責
任
官
司
が
作
成
し
た
判
決
文
に
署
名
せ
ず
、
被
告
の

映
西
省
富
平
県
の
北
北
東
。
）

見
在
の
長
官
の
同
判
を
取
り
て
、
然
る
後
に
拷
訊
す
。
」
と
説
明
さ
れ
て

う
文
が
あ
り
、
同
条
の
疏
に
「
事
、
須
ら
く
訊
問
す
べ
き
者
は
、
立
案
し
、

の
人
を
怨
ん
で
い
て
、
必
ず
富
平
県
の

関
中

（現
在
の
映
西
省
に
当
た
る
地
域
）
に
群
盗
が
い
て
、
馬
四
十
匹

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、
富
平
県
（
耀
州
に
属
す
る
。
現
在
の

「我
々
は
富
平
県
に
勝
っ
て
、
必
ず
そ
の
城
郭
を
平
ら
に
し
ま
す
。」

富
平
県
の
人
は
恐
れ
て
、
大
勢
で
荊
眺
鎮
（
華
州
に
属
す
る
。
現
在
の

狭
西
省
蒲
城
県
の
南
西
。
）
に
や
っ
て
来
て
、
同
州
巡
検

（同
州
は
現

在
の
映
西
省
大
蒻
県
。
）

の
侯
舎
人
に
会
見
し
て
急
を
告
げ
ま
し
た
。

侯
舎
人
は
以
前
か
ら
威
名
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
隊
を
率
い
て
富
平
県



き
た
で
し
ょ
う
か
。
」
巡
検
は
恥
じ
入
っ
て
退
出
し
ま
し
た
。

合
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
あ
な
た
の
智
力
だ
け
で
対
処
す
る
こ
と
が
で

残
り
の
盗
賊
は
ち
り
散
り
に
他
の
州
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
あ
る
巡

検
が
そ
の
一
人
を
捕
え
、
自
分
の
手
柄
に
し
て
、
州
城
に
送
り
届
け
ま

し
た
。
そ
の
盗
賊
は
、
「
私
は
こ
の
巡
検
に
捕
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
侯
舎
人
に
捕
え
ら
れ
た
の
で
す
。
」
と
固
く
言
い
張
り
ま
し

言
い
ま
し
た
。
「
君
は
私
に
捕
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
何
だ
と
言
う

の
か
ね
。
」
盗
賊
が
答
え
ま
し
た
。
「
私
は
以
前
、
あ
な
た
と
某
地
で
遭

め
い
て
い
る
う
ち
に
、
あ
な
た
に
捕
え
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る
、
敗
軍
の
兵
卒
は
、
ほ
う
き
で
打
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
場

（
一
五
八
五
）

之
。
駆
略
農
人
、
使
荷
香
錨
随
之
。
曰
、
吾
克
富
平
、
必
夷
其
城
郭
゜

富
平
人
恐
、
群
詣
荊
眺
、
見
同
州
巡
検
侯
舎
人
告
急
。
舎
人
素
有
威
名
。

率
衆
伏
於
邑
北
。
群
盗
聞
之
、
捨
富
平
不
攻
而
去
。
舎
人
引
兵
於
邑
西

激
之
。
令
士
皆
偵
弩
、
戒
勿
妄
発
、
日
、
賊
皆
有
甲
、
不
可
射
。
射
其

餘
党
散
入
他
州
。
巡
検
獲
之
、
自
以
為
功
、
送
詣
州
邑
。
盗
固
称
、
我

非
此
巡
検
所
獲
、
乃
侯
舎
人
所
獲
他
。
巡
検
怒
、
自
詣
獄
、
責
之
曰
、

侯
舎
人
所
破
、
狼
狽
失
拠
、
為
君
所
得
。
此
所
謂
敗
軍
之
卒
、
挙
帯
可

「
宋
史
』
巻
二
五
四
、
侯
延
広
伝
の
記
述
か
ら
、
「
侯
舎
人
」
は
同
・

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
群
盗
の
か
し
ら
は
叛
卒
（
他
国
に
逃
亡
し
た
兵

卒
）
の
劉
渥
で
あ
っ
た
。
侯
延
広
が
率
い
る
数
百
人
の
兵
隊
と
劉
渥
が
率

郵
．
坊
・
延
・
丹
州
縁
辺
都
巡
検
使
の
侯
延
広
（
九
四
七
ー
九
九
六
）

で

な
か
っ
た
の
で
す
か
。
私
は
侯
舎
人
に
撃
ち
破
ら
れ
て
、
あ
わ
て
ふ
た

撲
、
登
君
智
力
所
能
独
雛
邪
。
巡
検
悪
而
退
。
（
原
注
。
公
云
。
）

そ
の
時
、
武
器
を
棄
て
て
逃
げ
ま
し
た
ね
。
ど
う
し
て
私
を
つ
か
ま
え

の
で
す
か
。
私
は
ま
た
あ
な
た
と
某
地
で
遭
遇
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は

邪
。
我
又
与
君
遇
於
某
地
、
君
是
時
棄
兵
而
走
。
何
不
檎
我
邪
。
我
為

遇
し
ま
し
た
。
そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
し
て
私
を
つ
か
ま
え
な
か
っ
た

爾
非
我
所
獲
而
何
。
盗
曰
、
我
昔
与
君
遇
於
某
地
、
君
是
時
何
不
檎
我

た
。
巡
検
は
怒
っ
て
、
自
身
で
牢
獄
に
や
っ
て
来
て
、
盗
賊
を
責
め
て

而
合
戦
、
衆
弩
倶
発
、
賊
馬
果
驚
躍
散
走
。
縦
兵
撃
之
、
伴
斬
略
盛
。

馬
。
馬
無
具
装
、
又
劫
掠
所
得
、
非
素
習
戦
也
。
射
之
必
将
驚
潰
。
既

し
た
り
し
て
、
群
盗
を
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
ま
し
た
。

出
し
ま
し
た
。
兵
隊
に
総
攻
撃
を
命
じ
、
盗
賊
を
捕
獲
し
た
り
斬
り
殺

賊
の
馬
は
予
想
通
り
び
っ
く
り
し
て
跳
ね
上
が
り
、
ち
り
散
り
に
逃
げ

関

法

第

六

三

巻

五

号

太
宗
末
、
関
中
群
盗
、
有
馬
四
十
疋
。
常
有
怨
於
富
平
人
、
志
必
屠

【
原
文
】

1
0
八



中
国
裁
判
逸
話
集
（
北
宋
太
宗
朝
篇
）

朋
舎
、
昭
和
六
十
年
）
第
二
章
第
三
節
）
。

舎
人
は
武
臣
の
名
誉
職
で
あ
る

は
、
富
平
県
が
属
す
る
耀
州
の
南
隣
、
華
州
は
耀
州
の
東
隣
で
あ
る
。
）
。

府
の
属
県
。
）
、
捕
賊
官
二
人
を
殺
す
。
斌
、
兵
を
率
い
て
掩
襲
し
、
且
つ

追
い
且
つ
闘
い
、
（
中
略
）
復
た
耀
州
に
至
り
、
檎
斬
、
並
び
に
尽
く

す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
侯
延
広
と
劉
渥
と
が
戦
っ
た
の
は
、
端

て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
『
宋
史
』
本
伝
に
は
侯
延
広

が
閤
門
通
事
舎
人
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
閤
門
通
事

（
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
（
同

「
侯
舎
人
」
の
「
舎
人
」
は
、
侯
延
広
が
閤
門
通
事
舎
人
の
官
を
帯
び

供
年
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

時
に
大
賊
侯
和
尚
．
劉
渥
、

OO
ハ
平
・
裸
陽
を
劫
し

（
興
平
も
裸
陽
も
京
兆

又
た
永
興
軍
・
華
州
巡
検
と
為
る

（
永
興
軍
は
京
兆
府
で
あ
る
。
京
兆
府

「
宋
史
』
巻
三
百
八
、
慮
斌
伝
に
、
「
端
棋
中
（
九
八
八
ー
九
八
九
）
、

広
が
劉
渥
の
右
腕
を
切
り
落
と
し
た
、
と
い
う
。

戦
が
始
ま
る
と
、
侯
延
広
と
劉
渥
と
は
大
樹
の
下
で
一
騎
打
ち
し
、
侯
延

い
る
千
人
余
り
の
群
盗
は
、
富
平
県
城
の
西
十
五
里
の
地
で
対
峙
し
、
合

1
0
九

（
一
五
八
四
）


